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歳出合計
26億8,186万2千円
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　介護保険のサービスは、高齢になっても住み慣れた自宅で、自立した暮らしを続けるための支
援を行うことを目的としています。そのために従来の介護サービスにあわせて、平成 18 年度か
ら介護予防を目的としたサービスが始まり、要介護状態にならないように取り組んでいます。皆
様のご理解をよろしくお願いいたします。
　適正かつ健全な介護保険制度運営のため平成 19 年度実績の報告をいたします。（今回は合併
により、旧大口市と旧菱刈町についての報告となります。）

歳出費目 旧大口市 旧菱刈町

保険給付費 15億7,107万2千円 8億6,946万6千円

諸支出金 5,748万円 1,009万4千円

総務費 7,728万1千円 2,045万9千円

基金積立金 1,000万円 584万1千円

地域支援事業費 3,223万3千円 1,550万8千円

保健福祉事業費 988万1千円 0円

財政安定化基金拠出金 162万3千円 92万4千円

合計 17億5,957万円 9億2,229万2千円
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介護サービス費給付状況 要支援・要介護認定状況

※平成21年１月31日現在　２号被保険者を含みます。※平成12年度は11か月分です。

３ ４

問い合わせ先
市長寿支援課介護保険係　　　　　☎㉓１３１１内１２２６
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平成19年度

介護保険特別会計報告

歳入費目 旧大口市 旧菱刈町

支払基金交付金 5 億 142 万 4 千円 2 億 7,284 万 1 千円

国庫支出金 4 億 5,004 万 8 千円 2 億 5,431 万 1 千円

繰入金 2 億 9,164 万 6 千円 1 億 3,139 万 6 千円

県支出金 2 億 4,406 万 5 千円 1 億 4,218 万円

保険料 2 億 2,254 万 5 千円 1 億 2,403 万 7 千円

繰越金 9,917 万 5 千円 1,369 万 3 千円

諸収入ほか 50 万 9 千円 18 万 9 千円

合計 18 億 941 万 2 千円 9 億 3,864 万 7 千円

平成 19 年度　旧大口市・旧菱刈町介護保険事業特別会計の収支決算

平成 19 年度　旧大口市・旧菱刈町保険給付費の歳出内訳
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歳入合計
27億4,805万9千円

旧大口市保険給付費
15億7,107万2千円
・在宅サービス50.2％
・施設サービス49.8％

旧菱刈町保険給付費
8億6,946万6千円
・在宅サービス52.6％
・施設サービス47.4％
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旧菱刈町

【在宅サービス】 【施設サービス】

【在宅サービス】 【施設サービス】
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　伊佐湧水消防組合が募集した防火ポスターコンクールの入賞者が、次の方々に決まりました。

（市内小・中学校のみ、敬称略）

紙屋心凪（曽木小１年）	　　　　  高濱舶瑛（大口小２年）	 　　春園秀斗（牛尾小３年）

山下眞芳（曽木小４年）　　　	 　出籠流美（菱刈小６年）	 　　仁王理乃（大口明光学園１年）

高橋海奏（大口明光学園２年）	 　廣盛澄香（大口明光学園３年）

西川達也（南永小１年）	　　　　  池田颯（湯之尾小１年）	 　　橋本光平（牛尾小２年）

有吉千夏（南永小２年）	　　　　  徳永満風（山野小３年）	 　　山口真悠（羽月小４年）

川添楓佳（田中小５年）	　　　　  馬関貴子（大口小５年）	 　　二渡一昇（大口東小６年）

有薗麻紀（大口明光学園１年）	 　松本佳子（大口明光学園１年）　　岩崎美和（大口明光学園２年）

森山海帆（大口明光学園２年）	 　留守由希子（大口明光学園３年）　武千尋（大口明光学園３年）

吉原亜美（本城小１年）	　　　　  平谷歩夢（田中小１年）	 　　月俣歩実（大口東小２年）

牟田優作（湯之尾小２年）	 　村上雄哉（山野西小３年）	 　　宮下静（曽木小３年）

田島優（牛尾小３年）	 	 　徳田祐仁（牛尾小４年）	 　　矢野大地（山野小４年）

久保田杏菜（菱刈小５年）	 　早水きほ（大口東小５年）	 　　中野翔太（牛尾小５年）

橋口拓磨（羽月西小６年）	 　崎川祐志（山野小６年）	 　　坂本百合菜（大口明光学園１年）

森麻理乃（大口明光学園１年）	 　城田真瑚（大口明光学園１年）　　有木静香（大口明光学園２年）

黒木さくら（大口明光学園２年）　妹尾南美（大口明光学園２年）　　日高苗（大口明光学園３年）

濵島望実（大口明光学園３年）	 　宮原伶奈（大口明光学園３年）

展示場所　▽大口地区内小・中学校　大口ふれあいセンター２階展示ギャラリー
　　　　　▽菱刈地区内小学校　　　菱刈総合保健センターまごし館

展示期間　３月１日（日）～３月 7日（土）

消防長賞（高学年の部）

防火ポスターコンクール

川畑宏和（菱刈小６年）

奨励賞（高学年の部）

花月啓祐（曽木小４年） 永井麻実（大口明光学園３年）

金　　賞

銀　　賞

銅　　賞

消防のコーナー

本城幼稚園へ鼓笛隊セットを貸与 　２月 10日、幼年消防用鼓笛隊セットが本

城幼稚園へ貸与されました。この鼓笛隊セッ

トは、財団法人日本防火協会が地域における

消防訓練や防火活動などの際のパレード等で

活用されるようにと、『宝くじの助成金で整

備』したものです。貸与式では、本城幼稚園

の 50 人が、『防火の誓い』を元気よく宣誓

しました。

　現在、伊佐湧水消防組合管内の幼年消防ク

ラブに17クラブ５１１人が参加しています。



伊佐市の木・花
応 募 用 紙

氏　　名

住　　所

電話番号

ふ り が な

※どちらか片方の応募でも結構です。
※理由は審査の参考となりますので記載してください。

市の木

伊佐市

理　由

理　由

参考

伊佐市にふさわしい

「市の木」・「市の花」を募集します！
　昨年 11月１日に大口市と菱刈町が合併し、新市『伊佐市』が誕生しました。「大地の恵みを　人

が奏でる　だれやめの郷　～交流と協働で創る風味ある　まち・むら文化～」をまちづくりの目

標にかかげる『伊佐市』。その『伊佐市』のシンボル・イメージにふさわしい「市の木」・「市の花」

を市民の皆さまから募集します。次の募集要項をご覧のうえ、ぜひご応募ください。

応募要件
①伊佐市民に限り、どなたでも応募できます。

②応募は一人につき１通のみとします。

応募方法
　規定の応募用紙に記入のうえ、持参・郵送・

ＦＡＸいずれかの方法でご応募ください。（電

話及び電子メールでの応募は受付できませ

ん。）

応募用紙
　市総務課（大口庁舎）・市地域総務課（菱

刈庁舎）・各校区コミュニティ協議会事務所・

各校区公民館窓口に準備してあります。

選考方法　
　応募の中から、その『木』・『花』を選んだ

理由を考慮したうえ、『木』・『花』それぞれ

１点又は２点を採用します。

応募締切　３月 31日（火）
※郵送の場合は当日消印有効。

そ の 他　
○木に咲く花（サザンカ・ツツジ）などは、

　「木」・「花」どちらで選んでも構いません。

○「市の木」・「市の花」に採用された方々に

　は、記念品が贈られます。

※採用された『木』・『花』への応募の理由が

　類似している場合は、抽選でおひとりの方

　とします。

応募・問い合わせ先
市総務課行政係（大口庁舎）又は市地域総務

課総務係（菱刈庁舎）

　☎㉓１３１１内１１１４・２１３２
㉒５３４４

木　ヒノキ

花　サザンカ

菱刈町

花　ツツジ

大口市

木　きんもくせい

伊佐市「市の木」・「市の花」募集要項

市の花
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行政からのお知らせ

225

【課長級】
　職員名　　　  新所属　　　  （旧所属）
鈴木　省三　滞納対策課長　（保健福祉課長）

平瀬　久子　保健福祉課長　（教委総務課長）

鈴木　國男　教委総務課長　（滞納対策課長）

【係長級】
南薗　泰夫　地域振興課定住促進係長

（教委総務課施設管理係長）

大森　康雄　教委総務課総務係長兼施設管理

　　　　　　係長　　（教委総務課総務係長）

【一般職員】
萩峯　利生　地域振興課　　　　　（総務課）

※教委＝教育委員会

※18日（金）は

　ゴルフ競技を予定しています。

伊佐市誕生記念
「青少年健全育成

記念講演会」

伊佐市職員人事異動
（平成 21 年２月１日付）

日　　時
　３月 14日（土）10時～

場　　所
　大口ふれあいセンター

　３階多目的ホール

公演内容
演題＝「北京オリンピック」

　　　　～今までとこれから～

講師＝池田めぐみ選手（アテネ・北京オリン

　　　ピックフェンシング日本代表）

対 象 者　小・中・高校生及び一般
入 場 料　無料
共 催　日本ハンガリー友好協会鹿児島県
　　　　　支部

問い合わせ先
市教育委員会社会教育課　　  ☎㉒１６１３

伊佐市役所 総務課 行政係　行

鹿児島県伊佐市大口里1888番地

－８ ９ ５ ２ ５ ９ ０料金受取人払郵便

差出有効期限

平成21年３月

31日まで

（切手不要）

加治木支店

承　認
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「走れ　とべ　みどりの風と手をつなごう」
第63回県民体育大会伊佐大会

さわやか県体2009

平成 21年９月	19 日（土）

	 	 20 日（日）

　交通災害共済は、鹿児島県市町村総合事務

組合が運営する交通事故による負傷に対して

見舞金が支払われる共済制度で、共済会費は

加入者１人につき５００円（１年間）、幅広

い補償となっています。

　全ての市民の皆さまに平成 21年度加入申

込書をお届けしますので、ご加入されますよ

うお願いします。

問い合わせ先
市企画調整課共生協働推進係

☎㉓１３１１内１１２６

「交通災害共済」への
ご加入をお願いします

池田めぐみ選手
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第 14 回「氷の祭典」
アイスカービング in 伊佐

　冬の寒さを利用した伊佐ならではのイベント、第14回「氷の祭典」

アイスカービング in 伊佐が、伊佐市文化会館前広場で行われました。

　この日は寒さも幾分和らいだせいか、訪れた観客も約１万５千人

と例年よりかなり多く、会場で行われた「和太鼓演奏」や「よさこ

いソーラン」の踊り、また、氷の彫刻制作にとりかかる制作者の姿

をおもいおもいに楽しみました。

　また、今年も設置された長さ 50ｍの『氷の滑り台』では、子ど

もに混ざって楽しむ大人の姿も多く見られ、スリル満点の氷のすべ

りを楽しんでいました。
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葉たばこ種まき豊作を願う
　１月 22日、ＪＡ伊佐育苗センターで葉たばこ種ま

きが行われました。

　当日は葉たばこ耕作者や関係者など約 30人が参加

し、豊作を願っての神事を行った後、ビニールハウス

内に敷きつめられた２，６７５の育苗箱に葉たばこの

種を蒔いていきました。この種は 10日ほどで芽を出

し、約１か月間管理された後、各農家でさらに１か月

間育苗され、３月下旬、成長した苗の植付け作業が始

められます。

　今年、伊佐管内で生産者 39 人が 77ha を耕作し、

売上４億円を目指します。

　１月 26 日は法隆寺金堂壁画が焼損した日（昭和 24

年）に当たるため、「文化財防火デー」と定め文化財を

災害から守るため全国で文化財防火運動が行われました。

　伊佐市には、国指定有形文化財として、箱崎神社・郡

山八幡神社・祁答院家住宅、県指定有形文化財として、

白木神杜の４か所があります。

　各文化財で、火災を知らせるサイレンを合図に、氏子

や地元消防団・消防職員による本番さながらの防火訓練

が行われました。

第 55 回文化財防火デー

惜しくもＢクラス入り成らず

県地区対抗女子駅伝競走大会

　１月 25 日、第 22 回鹿児島県地区対抗女

子駅伝競走大会が霧島市の市街地コースを舞

台に行われ、我が伊佐チームも『伊佐はひと

つ』を合言葉に、平嶺富士夫新監督のもと３

年連続Ｂクラス入りを目指し出場しました。

　結果は昨年７位から 10位と順位は下げて

しまいましたが、選手一丸となって伊佐代表

としてがんばりました。

チーム一丸で“タスキ”をつなぐ

　２月 14 日から 18 日までの５日間、県内

12 チームが参加して第 56 回鹿児島県下一

周市郡対抗駅伝競走大会が行われました。

　故障者が相次ぎ厳しいチーム編成を強いら

れるなか挑んだ本大会。地元通過の３日目は、

応援に駆けつけた沿道の観衆から“地元伊佐

チーム”へ一層の声援が送られ、日間６位の

原動力になりました。

　チーム一丸となって“タスキ”をつないだ

伊佐チーム、最終の総合成績は 10位で今年

の大会を終了しました。
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合併後最初の『うなぎの放流』

　１月 30日、川内川上流漁業協同組合（黒

木勝吉会長）が合併後はじめての『うなぎの

放流』を行いました。

　この日は、羽月川（園田橋・グランド橋付

近）、川内川（下殿橋・天神橋付近）に体長

が約 40㎝の１年もののうなぎ１３０kg（約

１，３００匹）を放流し、“水を得たウナギ”

は元気よく川の底へと潜っていきました。

　うなぎにとっても私たちにも川はとても大

切です。みんなできれいな川にしましょう。

　釣りをするときは鑑札が必要です。お近く

の販売所でお買い求めください。

かわいい鬼たちが庁内で豆まき

　２月３日の「節分の日」に、牛乳パックで

作った『鬼の面』をかぶったみどり保育園す

みれ・もも組の園児 75人が、市役所大口庁

舎を訪れ「豆まき」を行いました。とてもか

わいい姿の鬼たちは、首からさげた豆入れか

ら豆を取り出し「鬼は～外、福は～内」と大

きな声を出して豆をまいていきました。

　鬼の姿をしたかわいい『福の神』のおかげ

で、悪い鬼が追い払われ、庁内に福が招き入

れられました。

太古の文化を楽しむ！

　１月 24日、市が発掘調査を行っている「下

殿瀬ノ上遺跡」で現地説明会が開催され、市

内外から考古学ファン約 70人が参加しまし

た。見学会当日は霜柱が立つ肌寒い日となり

ましたが、見学者らは調査員に遺跡内を案内

されると、縄文時代晩期の埋設土器をカメラ

で撮影したり、調査員に色々な質問したりと、

太古の文化を楽しみました。

　また、事務所内に設けられた展示コーナー

では、旧石器時代から古代の時期までに出土

した約５０，０００点の中から、装飾品とさ

れる勾玉・管玉や、珍しい形をした用途不明

な異形石器など３００点展示され、見学者は

熱心に見入っていました。

　大口南中学校出身の神園優選手が、第 87

回全国高校サッカー選手権大会準優勝の報告

に伊佐市役所を訪れました。

　神園選手がゴールキーパーを務める鹿児島

城西高校サッカー部は、初戦の青森山田高校

に逆転勝ちで波に乗り、１月 12日の国立競

技場での決勝戦まで駒を進めました。広島皆

実高校には惜しくも敗れましたが、全国２位

と素晴らしい成績を残し、神園選手もそのゴ

ールを守る守護神として大活躍しました。

　神園選手は、卒業後は大阪産業大学に進学

しサッカーを続けていくそうです。

全国高校サッカー大会準優勝
鹿児島城西高校サッカー部　神園優選手
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山野地区防犯パトロール隊が表彰

　２月 12日、県内の健康教育に携わる関係

者が集った第６回鹿児島県健康教育研究大会

で、児童生徒や地域住民の安全確保のために

活動されている山野地区防犯パトロール隊

（小橋俊彦会長）へ表彰状が贈られました。

ＡＥＤ３台を寄贈 　１月 15 日、大口

小木原出身の丸田純

雄さんが常務取締役

を務める鹿児島市の

株式会社森山（清）

組（総合建設業）か

らＡＥＤ３台が寄贈

され、市内の小学校

（大口小・羽月小・

菱刈小）へ設置させ

ていただきました。

ありがとうございま

した。

大口小６年生が市議会を傍聴

　大口小学校の６年生 79人が社会科の授業

の一環として、１月 28日に開かれた伊佐市

市議会の 12月定例会最終本会議を傍聴しま

した。

　議会で発言される言葉は６年生には少し難

しかったようですが、議場でのやりとりを見

つめる児童らのまなざしは、将来の伊佐市を

見つめているようで、とても頼もしく思えま

した。

ソフト県選抜で
全国大会へ

　大口中ソフトボー

ル部に所属する上長

野芽衣さん（大口中

２年）が、３月 27

日から三重県で開催

される第５回都道府

県対抗全日本中学生

ソフトボール大会に

鹿児島県選抜チーム

の一員として出場さ

れます。上長野さん

のご活躍を期待いた

します。

　県立大口高校ラグビー部が、第 31回県高

校新人ラグビー大会 10人制の部決勝で、強

豪加治木工業を 31対 17で下し、10人制な

がら県大会タイトルでは 20年ぶりの優勝を

飾りました。今後は、３月 20日から宮崎県

で行われる第 10 回九州高等学校 10 人制ラ

グビーフットボール大会に出場し、初優勝を

目指します。名門復活の兆しを見せる大口高

校ラグビー部の活躍から目が離せません。

大口高校ラグビー部が県優勝
県高校新人ラグビー大会～ 10 人制～
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消
費
生
活
ア
ド
バ
イ
ス

男
女
共
同
参
画
社
会

問
い
合
わ
せ
先　

市
企
画
調
整
課
男
女
共
同
参
画
係　

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
１
２
８

問
い
合
わ
せ
先　

消
費
生
活
相
談
窓
口
（
市
地
域
振
興
課
内
）　

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
２
５
４

振
り
込
め
詐
欺
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

黄
色
い
リ
ボ
ン
③
「
私
の
生
き
方
・
私
の
選
択
」	

　

女
性
の
社
会
進
出
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
男
性
と
同
じ
よ
う
に
女

性
も
バ
リ
バ
リ
と
働
き
、
結
婚
後
も
家

庭
と
両
立
し
な
が
ら
キ
ャ
リ
ア
を
重
ね

て
い
く
女
性
の
存
在
が
特
別
で
は
な
く

な
り
、
ま
た
、
様
々
な
生
き
方
や
価
値

観
が
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

で
も
、
み
な
さ
ん
、
普
段
何
と
な
く

聞
き
流
し
て
き
て
い
る
言
葉
で
お
か
し

い
と
感
じ
た
こ
と
っ
て
あ
り
ま
せ
ん
か
。

例
え
ば
、「
こ
の
会
社
に
入
っ
て
何
年
？

結
構
長
く
勤
め
て
い
る
よ
ね
」「
結
婚

は
ま
だ
？
親
は
何
も
言
わ
な
い
？
」「
独

り
は
自
由
で
い
い
よ
ね
」
な
ど
、
そ
の

言
葉
を
後
々
よ
～
く
考
え
直
し
て
み
た

ら
、
心
に
不
安
を
抱
え
る
よ
う
な
言
葉

だ
っ
た
り
傷
を
負
っ
て
し
ま
う
よ
う
な

痛
み
の
言
葉
だ
っ
た
と
思
う
事
っ
て
あ

り
ま
せ
ん
か
？
仕
事
を
続
け
る
も
続
け

な
い
も
、
結
婚
を
す
る
も
し
な
い
も
、

子
供
を
産
む
も
産
ま
な
い
も
、
様
々
な

事
の
「
選
択
」
や
「
決
定
」
は
本
人
の

自
由
で
す
。
だ
か
ら
、
あ
な
た
の
周
り

の
人
に
決
定
権
は
あ
り
ま
せ
ん
。
み
な

さ
ん
は
、
こ
の
よ
う
な
「
選
ぶ
自
由
」

を
ど
う
考
え
ま
す
か
？

　

今
回
の
テ
ー
マ
の
中
身
は
、「
リ
プ

ロ
・
ヘ
ル
ス
」（
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ

ヘ
ル
ス
／
ラ
イ
ツ
）
と
い
う
言
葉
の
一

部
に
つ
い
て
お
話
し
て
み
ま
し
た
。
舌

を
噛
み
そ
う
な
長
く
て
覚
え
に
く
い
言

葉
で
す
が
、
こ
の
言
葉
、
私
た
ち
に
と

っ
て
と
て
も
大
切
な
言
葉
で
、「
生
涯

を
通
じ
た
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
」

と
い
う
意
味
で
す
。「
リ
プ
ロ
・
ヘ
ル
ス
」

を
正
し
く
理
解
し
、
男
女
が
対
等
な
立

場
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
合

い
、
素
敵
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
送
り

た
い
も
の
で
す
。

女
性
サ
ロ
ン
室

　

女
性
が
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
、

あ
な
た
と
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

開
催
日　

３
月
４
日
（
水
）・
18
日
（
水
）

　
　
　
　

４
月
１
日
（
水
）・
15
日
（
水
）

時　

間　

13
時
30
分
～
16
時

場　

所　

大
口
仲
町
旧
安
楽
ヨ
シ
子
宅

女
性
サ
ロ
ン
室
連
絡
先

☎
０
９
０
・
３
０
１
６
・
３
６
６
０

　

振
り
込
め
詐
欺
に
は
、
次
の
４
類
型

が
あ
り
ま
す
。
手
口
を
知
っ
て
だ
ま
さ

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
オ
レ
オ
レ
詐
欺

　

家
族
や
警
察
官
、
弁
護
士
の
ふ
り
を

し
て
電
話
を
か
け
、
家
族
が
借
金
や
交

通
事
故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
遇
し
た

と
嘘
を
伝
え
ま
す
。
嘘
の
ト
ラ
ブ
ル
解

決
の
た
め
の
お
金
を
要
求
し
、
指
定
し

た
口
座
に
お
金
を
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

▼
架
空
請
求
詐
欺

　

郵
便
や
メ
ー
ル
、
携
帯
電
話
等
で
、

「
利
用
し
て
い
な
い
ア
ダ
ル
ト
サ
イ
ト

の
利
用
料
」、「
登
録
し
て
い
な
い
出
会

い
系
サ
イ
ト
の
登
録
料
」
な
ど
、
架
空

の
料
金
や
費
用
を
あ
た
か
も
正
当
な
請

求
の
よ
う
に
だ
ま
し
、
現
金
を
預
金
口

座
に
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

▼
還
付
金
等
詐
欺

　

市
町
村
や
税
務
署
、
社
会
保
険
事
務

所
の
職
員
な
ど
を
装
っ
て
電
話
を
か

け
、「
納
め
す
ぎ
て
い
る
税
金
の
払
い

戻
し
の
た
め
…
」
な
ど
と
言
っ
て
Ａ
Ｔ

Ｍ
ま
で
誘
導
し
、Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
、

お
金
を
振
り
込
ま
せ
ま
す
。

▼
融
資
保
証
金
詐
欺

　

実
際
に

は
融
資
し

な
い
の
に

も
か
か
わ

ら
ず
、
実

在
す
る
金
融
機
関
や
貸
金
業
者
を
装
っ

て
、
は
が
き
や
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ッ
ク
ス

な
ど
で
「
担
保
・
保
証
人
な
し
で
即
日

融
資
」、「
今
な
ら
○
○
か
月
無
利
息
」

な
ど
を
う
た
い
文
句
に
融
資
を
勧
誘

し
、
申
込
者
に
保
証
金
や
手
数
料
等
の

名
目
で
現
金
を
送
金
さ
せ
ま
す
。
鹿
児

島
県
内
で
は
振
り
込
め
詐
欺
の
約
５
割

が
融
資
保
証
金
詐
欺
で
す
。

振
り
込
め
詐
欺
に
だ
ま
さ
れ
な
い
対
策

○
す
ぐ
に
振
り
込
ま
な
い
、
Ａ
Ｔ
Ｍ
へ

　

行
か
な
い

○
慌
て
ず
に
、
電
話
を
切
っ
た
後
、
事

　

実
を
確
認
す
る

○
相
手
の
名
前
、
連
絡
先
を
聞
き
、
１

　

０
４
な
ど
で
調
べ
る

○
脅
迫
め
い
た
言
動
を
受
け
て
も
、
毅

　

然
と
し
た
態
度
で
接
し
、
す
ぐ
に
警

　

察
に
通
報
す
る
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私たちの学校生活
Our School Life!

大口中学校

歴
史
と
伝
統
の
大
口
中
学
校

▲力強く大中ヤンハを踊る男子生徒

大口中学校
石塚 俊郎  校長

「
明
る
い
あ
い
さ
つ　

さ
わ
や
か
な
学
校
」

　

本
校
は
生
徒
数
２
７
８
名
で
、
さ
わ
や
か
な
朝
の

挨
拶
で
一
日
が
始
ま
り
ま
す
。
特
色
は
、
生
徒
会
が

中
心
と
な
っ
た
「
大
中
ヤ
ン
ハ
」
や
「
大
中
ソ
ー
ラ

ン
」、
女
生
徒
に
よ
る
「
マ
ス
ゲ
ー
ム
」
な
ど
伝
統

演
技
を
受
け
継
ぎ
、
活
気
あ
る
学
校
づ
く
り
を
推
進

し
て
い
ま
す
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
「
や
ま
な
み
の
時
間
」
で

は
、
郷
土
教
育
「
ふ
る
さ
と
探
訪
」
で
１
年
生
は
忠

元
神
社
、
２
年
生
は
郡
山
八
幡
神
社
・
十
曽
公
園
、

３
年
生
は
高
校
見
学
、
轟
公
園
を
散
策
し
て
大
口
の

歴
史
、
文
化
な
ど
郷
土
の
良
さ
を
見
つ
け
る
学
習
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
国
際
理
解
教
育
、
福

祉
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
環
境
教
育
に
関
す
る
学
習
も

行
い
、「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ
け
、
自
主
的
に
活

動
で
き
る
生
徒
の
育
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。
部
活
動

に
熱
心
に
取
り
組
み
、
陸
上
・
サ
ッ
カ
ー
部
な
ど
高

成
績
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

広
々
と
し
た
校
庭
の
横
に
は
、
学
校
林
が
生
い
茂

り
、
や
ま
な
み
と
豊
か
な
伊
佐
米
の
産
地
の
大
口
盆

地
の
風
景
が
見
渡
せ
る
高
台
に
あ
る
モ
ダ
ン
な
校
舎

で
、
伝
統
を
受
け
継
ぎ
つ
つ
新
た
な
大
中
づ
く
り
に

生
徒
た
ち
と
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　生徒たちは、有り余るほどの元気さで学習・部活動

に励んでいます。生徒一人ひとりは、それぞれに異な

る個性や特性を持ち、それらを実現できる可能性を秘

めています。学力を身につけさせると共に、その特性

に気づかせ、伸ばしてやることが学校の務めと思い、

職員と学校づくりに取り組んでいます。

学校長から一言
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健
康
の
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ
先　

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係　

☎
㉓
１
３
１
１
内
１
２
１
７

花粉からしっかり
身を守ろう！

　

寒
さ
も
少
し
や
わ
ら
い
で
き
た
こ
の
時
期

に
、
多
く
の
人
が
悩
ま
さ
れ
る
の
が
『
花
粉

症
』
で
す
。
今
回
は
そ
の
『
花
粉
症
』
を
予

防
す
る
た
め
の
方
法
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

生
活
の
心
得

①
風
邪
を
引
か
な
い
こ
と

　

風
邪
を
引
く
と
、
の
ど
な
ど
の
粘
膜
の
上

皮
が
弱
く
な
っ
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が
あ

ら
わ
れ
る
き
っ
か
け
や
、
症
状
を
悪
化
さ
せ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

②
お
酒
を
飲
み
す
ぎ
な
い
こ
と

　

ア
ル
コ
ー
ル
は
、
血

管
を
拡
張
さ
せ
る
の
で
、

症
状
を
悪
化
さ
せ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

③
タ
バ
コ
も
控
え
め
に

　

タ
バ
コ
の
煙
は
粘
膜
を
傷
つ
け
ま
す
。

　

そ
の
他
、
寝
不
足
や
過
労
に
も
注
意
し
、

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
生
活
を
心
が
け
、
規
則

正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

花
粉
を
避
け
る
方
法

①
外
出
時
は
、
花
粉
防
止
用
の

　

マ
ス
ク
・
メ
ガ
ネ
を
着
用
し
、

　

帽
子
を
か
ぶ
る
な
ど
、
花
粉

　

が
目
や
鼻
に
付
か
な
い
よ
う

　

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
綿
な
ど
の
花

　

粉
が
付
き
に
く
い
洋

　

服
を
着
用
し
ま
し
ょ

　

う
。

②
帰
宅
時
は
、
手
洗
い
う
が
い
と
洗
顔
を
し

　

ま
し
ょ
う
。

③
掃
除
は
、
花
粉
の
少
な
い
朝
早
く
に
行
い
、

　

昼
間
は
窓
の
開
け
閉
め
を
で
き
る
だ
け
少

　

な
く
し
ま
し
ょ
う
。
室
内
に
入
っ
た
花
粉

　

は
、
舞
い
上
げ
な
い
よ
う
に
、
ぬ
れ
雑
巾

　

や
モ
ッ
プ
で
拭
く
こ
と
も
効
果
的
で
す
。

④
花
粉
が
多
い
日
に
は
、
布
団
や
洗
濯
物
は

　

で
き
る
だ
け
外
に
干
す
こ
と
を
避
け
、
乾

　

燥
機
を
使
用
し
た
り
室
内
に
干
す
な
ど
の

　

工
夫
を
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
布
団
な
ど

　

を
外
に
干
し
た
場
合
は
、

　

必
ず
よ
く
は
た
い
た
り
、

　

掃
除
機
を
か
け
て
花
粉
を

　

取
り
除
い
て
か
ら
取
り
込

　

み
ま
し
ょ
う
。

⑤
天
気
や
風
に
よ
っ
て
花
粉

　

の
飛
ぶ
量
は
変
わ
り
ま
す
。

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
の
花

　

粉
情
報
を
活
用
し
、　

花

　

粉
の
多
い
日
は
窓
を
閉
め
、
外
出
を
避
け

　

ま
し
ょ
う
。

注　
　

意

　

花
粉
症
の
症
状
が
出
る
季
節
は
風
邪
の
流

行
す
る
時
期
で
も
あ
り
、
発
症
の
初
期
は
、

く
し
ゃ
み
・
鼻
水
な
ど
風
邪
と
同
じ
よ
う
な

症
状
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
花
粉
症
で

は
目
の
か
ゆ
み
を
伴
う
こ
と
が
多
い
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
症
状
が
あ
る
場
合
は
、
耳
鼻

咽
喉
科
や
眼
科
で
受
診
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

花
粉
症
は
、
早
い
時
期
に
治
療
を
開
始
す

る
と
、
早
く
軽
快
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
重

症
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
自
己
判
断

せ
ず
に
、
ま
ず
は
病
院
で
検
査
を
受
け
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

参
考

：

花
粉
症
環
境
保
健
マ
ニ
ュ
ア
ル
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図書館へようこそ
Welcome to Library

問い合わせ先
大口図書館（大口ふれあいセンター内）　　　　　　　☎㉒０４１７
菱刈図書館（菱刈ふるさといきがいセンター内）　　　☎㉖３０００

【３月の休館日】
３月   2 日（月）・   9 日（月）・16日（月）

　　 23 日（月）・30日（月）

【イベント情報】
ふれあいメルヘンひろば
　３月 28日（土）10:30 ～ 11:00

【おすすめの一冊】
そうか、もう君はいないのか／城山三郎
　癌とわかった妻。私は言葉が出なかった。かわ

りに両腕をひろげ、その中へ飛びこんできた容子

を抱きしめた。「大丈夫だ、大丈夫。おれがつい

てる」

　夫婦の絆を綴る、愛惜の回想記。「遺稿」の単

行本化。

【　児　童　】
深海生物大図鑑 長沼毅

しかめっつらあかちゃん ジョージー・バーケット

勝てる読書 豊崎由美

日本の食料　全３ 矢口芳生

はたらくロボット デイビッド・ジェフリス

たんじょうびはきのうえで きむらゆういち

【　一　般　】
ブラザー・サン　シスター・ムーン 恩田陸

希望ケ丘の人びと 重松清

風花病棟 帚木蓬生

神器　全上・下 奥泉光

どうせ、あちらへは手ぶらで行く 城山三郎

本日、サービスデー 朱川湊人

いつもそばにいるよ 江上剛

おはぐろとんぼ 宇江佐真理

少女 湊かなえ

珈琲屋の人々 池永陽

三人姉妹 トニー・パーソンズ

ぶつりの１・２・３ 桑子研

鬼の跫音（あしおと） 道尾秀介

女優仕掛人 新堂冬樹

千世と与一郎の関ケ原 佐藤雅美

反乱する管理職 高杉良

廃墟建築士 三崎亜記

ＷＥ　ＬＯＶＥ　ジジイ 桂望実

煙霞 黒川博行

架空の球を追う 森絵都

ディビザデロ通り マイケル・オンダーチェ

【今月の新刊本】【ご利用案内】
本や資料を借りる時
　伊佐市、霧島市、湧水町、さつま町に住

所を有する人か伊佐市内に所在する職場・

学校に通勤・通学をされている人であれば

借りられます。

開館時間
午前９時～午後６時（火曜日～土曜日）

午前９時～午後５時（日曜、祝日）

休館日
毎週月曜日（ただし、祝日の場合翌日）

年末年始（12月 28日～１月４日）

【図書館へ献本】
永山保雄さん（尾之上）

渕上敏子さん（上目丸）
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Isa City Infomation

お
知
ら
せ

　

「
定
額
給
付
金
」
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
連
絡
や
給
付
す
る
段
階

で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、「
定
額
給
付
金
」

を
か
た
っ
た
振
り
込
め
詐
欺
に
は
十
分
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

①
市
や
国
か
ら
Ａ
Ｔ
Ｍ
（
銀
行
な
ど
の
現
金

　

自
動
預
払
機
）
の
操
作
を
お
願
い
す
る
こ

　

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、
お
金
を
振

　

り
込
ん
で
も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま

　

せ
ん
。

③
「
定
額
給
付
金
」
の
給
付
の
た
め
、
手
数

　

料
な
ど
の
振
込
み
を
求
め
る
こ
と
は
絶
対

　

に
あ
り
ま
せ
ん
。

④
今
の
時
点
で
、
市
や
総
務
省
な
ど
が
市
民

　

の
皆
さ
ま
の
世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
番
号

「
定
額
給
付
金
」
詐
欺
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
！

　

な
ど
の
個
人
情
報
を
照
会
す
る
こ
と
は
絶

　

対
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ご
自
宅
に
こ
の
よ
う
な
電
話
や
郵
便
が
届

い
た
ら
、
迷
わ
ず
市
や
警
察
署
に
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保
護
者
が
労
働

等
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い
小
学
校
３
年
生
ま

で
（
原
則
と
し
て
）
の
児
童
に
対
し
、
指
導

員
を
配
置
し
適
切
な
遊
び
や
生
活
の
場
を
与

え
て
、
そ
の
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
か
ら
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の
入
所

を
希
望
さ
れ
る
人
の
申
込
受
付
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
の
で
、
新
規
入
所
希
望
の
人
、

継
続
し
て
入
所
を
希
望
さ
れ
る
人
と
も
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

　

保
護
者
が
労
働
等
で
昼
間
家
庭
に
い
な
い

原
則
と
し
て
小
学
１
～
３
年
生
の
就
学
児
童

（
４
年
生
以
上
も
利
用
で
き
ま
す
）。

実
施
ク
ラ
ブ

▽
ふ
れ
あ
い
児
童
ク
ラ
ブ
（
み
ど
り
保
育
園
内
）

▽
山
野
児
童
ク
ラ
ブ　
　

（
山
野
小
学
校
内
）

▽
羽
月
児
童
ク
ラ
ブ　
　

（
羽
月
小
学
校
内
）

▽
曽
木
児
童
ク
ラ
ブ　

（
曽
木
小
学
校
近
く
）

▽
平
出
水
児
童
ク
ラ
ブ（
平
出
水
小
学
校
内
）

▽
大
口
東
児
童
ク
ラ
ブ（
大
口
東
小
学
校
内
）

▽
牛
尾
児
童
ク
ラ
ブ　
　

（
牛
尾
小
学
校
内
）

▽
勝
蓮
寺
児
童
ク
ラ
ブ　
　

（
勝
蓮
寺
近
く
）

▽
湯
之
尾
児
童
ク
ラ
ブ
（
湯
之
尾
校
区
公
民
館
）

働
く
ご
両
親
の
皆
さ
ん
へ
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
入
所
受
付
が
始
ま
り
ま
す

▽
本
城
児
童
ク
ラ
ブ　
　

（
本
城
小
学
校
内
）

▽
田
中
児
童
ク
ラ
ブ　

（
田
中
小
学
校
近
く
）

負
担
金　

有
り

申
込
方
法

　

利
用
申
請
書
、
就
労
証
明
書
等
を
福
祉
事

務
所
（
大
口
庁
舎
）
又
は
保
健
福
祉
課
（
菱

刈
庁
舎
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

３
月
９
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

３
月
19
日
（
木
）

問
い
合
わ
せ
先

市
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

☎
㉓
１
３
１
１
内

１
２
６
４

菱
刈
地
区
水
道
料
金
を
改
定
し
ま
す

　

菱
刈
地
区
の
水
道
料
金
を
改
定
す
る
条
例

案
が
平
成
21
年
１
月
に
開
か
れ
た
伊
佐
市
議

会
で
可
決
さ
れ
、
平
成
21
年
４
月
か
ら
の
菱

刈
地
区
水
道
料
金
が
大
口
地
区
並
み
に
引
上

げ
ら
れ
ま
す
。

　

料
金
改
定
に
つ
い
て
は
、
菱
刈
地
区
の
水

道
利
用
者
の
皆
さ
ま
に
お
知
ら
せ
し
、
説
明

会
等
も
開
催
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
ご
不

明
な
点
な
ど
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
水
道
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

水
道
事
業
は
安
全
で
良
質
な
水
を
継
続
し

て
安
定
的
に
供
給
す
る
た
め
、
配
水
池
や
配

水
管
な
ど
の
水
道
施
設
の
維
持
管
理
を
行
っ

て
ま
い
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
水
道
課
管
理
係☎

㉓
１
３
１
１
内

１
２
９
２

　

旧
大
口
市
税
務
課
に
お
い
て
、
口
座
振
替

で
納
税
さ
れ
て
い
た
方
々
へ
１
年
間
分
の
口

座
振
替
確
認
済
通
知
書
を
年
度
末
に
送
付
し

て
い
ま
し
た
が
、
財
政
状
況
の
厳
し
さ
等
か

年
度
末
発
送
の
口
座
振
替
確
認
済
通

知
書
が
廃
止
さ
れ
ま
す

ら
、
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
何

卒
ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。
今
後
は
、
口
座
振
替
済
み
は
預
金

通
帳
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

今
後
も
口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
税
務
課
管
理
収
納
係

☎
㉓
１
３
１
１
内

１
１
９
０

第
５
回
本
城
お
き
な
草
春
祭
り

日　
　

時　

３
月
15
日
（
日
）

　
　
　
　
　

８
時
30
分
～
15
時

会　
　

場　

本
城
小
学
校
体
育
館
及
び
校
庭

　
　
　
　
　

校
区
公
民
館
周
辺

催
し
物

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
文
化
祭
、
お
き
な

草
な
ど
特
産
品
の
販
売
、
お
き
な
草
絵
手
紙

コ
ン
テ
ス
ト
表
彰
式
、
芸
能
発
表

問
い
合
わ
せ
先

本
城
校
区
公
民
館　
　
　
　

☎
㉖
４
６
３
９

　

大
口
中
心
商
店
街
に
お
い
て
「
春
の
市
」

を
開
催
し
ま
す
。
地
元
商
店
を
は
じ
め
、
露

天
・
花
・
木
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
数

多
く
の
出
店
と
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ

ま
す
。
皆
さ
ま
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
市
商
工
会　
　
　
　
　

☎
㉒
０
２
２
４

春
の
風
物
詩
「
春
の
市
」
を
開
催
！

３
月
14
日
（
土
）
～
15
日
（
日
）
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伊佐市からのお知らせ

建築設計･施工･製材

住所 : 伊佐市大口小木原 899

TEL:0995-22-0425 タケシタ有限
会社

広告 広告

H    P:http://takeshitanoie.jp

青木屯田池写真展
日程　３月１日（日）～ 20 日（金）

水 緑 自然を守る会 早水 廣海

場所　ふれあいセンター
１階アトリウム

電話　２２－４３６５

介
護
予
防
巡
回
相
談
〝
か
た
い
（
語

り
）
庵
〟

　

自
宅
で
の
自
立
し
た
生
活
が
長
く
安
心
し

て
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
身
の
健
康
管
理
を

は
じ
め
介
護
・
福
祉
・
保
健
な
ど
高
齢
者
に

か
か
わ
る
い
ろ
い
ろ
な
相
談
に
、
保
健
や
福

祉
の
専
門
職
が
気
軽
に
応
じ
ま
す
。

　

料
金
等
は
一
切
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
気

軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
相
談
に
来

ら
れ
る
際
は
健
康
手
帳
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

　

65
歳
以
上
の
人
又
は
そ
の
家
族
や
関
係
者

３
月
の
巡
回
相
談
日

▽
田
中
校
区
集
会
施
設　

（
☎
㉖
５
２
８
８
）

　

５
日
（
木
）　

９
時
30
分
～
11
時

▽
本
城
校
区
集
会
施
設　

（
☎
㉖
４
６
３
９
）

　

５
日
（
木
）　

13
時
30
分
～
15
時

▽
湯
之
尾
校
区
集
会
施
設
（
☎
㉖
４
２
６
１
）

　

12
日
（
木
）　

９
時
30
分
～
11
時

▽
菱
刈
ふ
る
さ
と
い
き
が
い
セ
ン
タ
ー

（
☎
㉖
３
０
０
０
）

　

12
日
（
木
）　

13
時
30
分
～
15
時

問
い
合
わ
せ
先

菱
刈
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

☎
㉓
１
３
１
１
内

２
１
７
３

第
12
回
ウ
ォ
ー
ク
in
田
中

日　
　

時　

３
月
15
日
（
日
）
※
雨
天
決
行

　
　
　
　
　

受
付
７
時
30
分
～
８
時
45
分

コ
ー
ス　

フ
ル
ウ
ォ
ー
ク
12
・
２
km

　
　
　
　
　

ハ
ー
フ
ウ
ォ
ー
ク
７
・
３
km

参
加
料　

一
般　
　
　

  

１
、０
０
０
円

　
　
　
　
　

高
校
生
以
下　

    

５
０
０
円

参
加
資
格

【
旧
菱
刈
町
民
】

対
象
者　

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修
を
終
了

さ
れ
た
人
又
は
終
了
予
定
の
人
で
、
現
在
市

内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
人

助
成
金

　

予
算
の
範
囲
内
で
均
等
割
（
１
人
１
３
、

０
０
０
円
ま
で
）

申
請
期
限　

３
月
19
日
（
木
）
ま
で

申
請
方
法

　

長
寿
支
援
課
に
備
え
付
け
の
交
付
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
終
了
証
明
書
の
写
し

②
納
入
済
の
受
講
料
が
確
認
で
き
る
領
収
書

　

の
写
し

※
本
助
成
金
は
旧
菱
刈
町
の
制
度
を
引
き
継

　

い
だ
も
の
で
本
年
度
で
終
了
と
な
り
ま
す

　

が
、
平
成
21
年
度
か
ら
は
新
た
な
訪
問
介

　

護
員
の
助
成
事
業
に
な
る
予
定
で
す
。

【
旧
大
口
市
民
】

対
象
者　

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
に
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
２
級
の
研
修

を
終
了
し
た
人
又
は
終
了
予
定
の
人
で
、
終

了
後
２
年
間
市
内
事
業
所
に
勤
務
す
る
市
民

（
既
受
領
者
は
除
く
。）

平
成
20
年
度
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
研
修

受
講
料
を
助
成
し
ま
す

助
成
金　

　

予
算
の
範
囲
内
で
教
材
費
を
除
く
受
講
料

申
請
期
限　

３
月
19
日
（
木
）
ま
で

申
請
方
法

　

長
寿
支
援
課
に
備
え
付
け
の
交
付
申
請
書

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

添
付
書
類

①
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
終
了
証
明
書
の
写
し

②
納
入
済
の
受
講
料
が
確
認
で
き
る
領
収
書

　

の
写
し

③
訪
問
介
護
事
業
所
の
発
行
の
就
労
証
明
書

問
い
合
わ
せ
先

市
長
寿
支
援
課
介
護
保
険
係

☎
㉓
１
３
１
１
内

１
２
２
６

「
鯉
の
ぼ
り
」
寄
贈
の
お
願
い

　

湯
之
尾
滝
周
辺
で
は
毎
年
５
月
、
伊
佐
の

子
ど
も
た
ち
の
健
康
を
祈
り
「
鯉
の
ぼ
り
」

を
飾
っ
て
い
ま
す
が
、
毎
年
役
目
を
終
え
た

も
の
が
多
数
出
る
た
め
、「
鯉
の
ぼ
り
」
が

不
足
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
湯
之
尾
滝
周

辺
に
た
く
さ
ん
の
「
鯉
の
ぼ
り
」
を
飾
り
た

い
と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
か
ら
の
多
く

の
寄
贈
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

申
出
・
問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
振
興
課
観
光
公
園
係

☎
㉓
１
３
１
１
内

１
２
５
３

家を建てる→住まい方を考える・資金計画・土地を探す・プ
ランニング・住宅ローン・住宅瑕疵担保保険・施工・太陽光
発電
リフォーム→増築・改築・ユニットバス・システムキッチン・
ウッドデッキ・浄化槽・ペアガラスサッシ・クロス張替　等
屋外他→コンクリート土間・ブロック積・門・アルミテラス・
カーポート・シロアリ・賃挽き　等　まずはお電話ください！

e-mail:ytake@takeshitanoie.jp

竹下建築設計事務所
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Isa City Infomation

学
校
校
務
委
託
員
募
集

委
託
内
容

　

校
長
室
・
職
員
室
の
清
掃
、
来
客
の
湯
茶

接
待
、
校
内
緑
化
作
業
、
公
文
書
の
配
送
・

回
収
、
物
品
購
入
、
電
算
に
よ
る
会
計
入
力
、

そ
の
他
学
校
依
頼
の
業
務

勤
務
日
数

　

年
間
２
４
０
日（
原
則
学
校
職
員
と
同
じ
）

勤
務
時
間　

８
時
15
分
～
17
時

委
託
料　

年
額
１
、８
１
４
、４
０
０
円

※
傷
害
保
険
加
入
（
雇
用
・
健
康
・
厚
生
年

　

金
保
険
・
通
勤
手
当
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

勤
務
場
所

　

湯
之
尾
小
学
校
、
曽
木
小
学
校
、
菱
刈
中

学
校
（
た
だ
し
配
置
転
換
あ
り
）。

委
託
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
22
年
３
月
31
日

募
集
人
員　

３
人

応
募
資
格

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

を
有
し
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
。

①
昭
和
29
年
4
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
の
人

③
健
康
で
責
任
感
の
あ
る
人

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
１
通
を
、
３
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
係☎

㉖
１
５
１
２

ひ
し
か
り
交
流
館
の
管
理
員
を
募
集

仕
事
内
容　

　

ひ
し
か
り
交
流
館
管
理
業
務
（
伊
佐
市
菱

刈
川
北
２
２
８
０―

１
７
）

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格

○
平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
、
伊
佐
市
に

　

住
所
を
有
し
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人

○
昭
和
19
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
３
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

○
健
康
な
人

応
募
手
続　

　

希
望
者
は
、
自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も

の
で
上
半
身
写
真
貼
付
）
１
通
を
３
月
16
日

（
月
）
ま
で
に
、
市
総
務
課
（
大
口
庁
舎
）

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

勤
務
日
数　

月
20
日
程
度

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

雇
用
期
間

　

４
月
１
日
～
６
月
30
日
（
更
新
あ
り
）

問
い
合
わ
せ
先

市
地
域
振
興
課
交
流
特
産
係
（
大
口
庁
舎
）

☎
㉓
１
３
１
１
内

１
２
５
５

　

市
で
は
、
し
尿
処
理
施
設
「
衛
生
セ
ン
タ

ー
」
の
老
朽
化
に
伴
う
新
施
設
「
汚
泥
再
生

汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
（
し
尿
処

理
施
設
）
建
設
候
補
地
を
公
募

募　

集

処
理
セ
ン
タ
ー
」
の
建
設
に
つ
い
て
、
平
成

30
年
度
の
稼
動
を
予
定
し
て
お
り
、
そ
の
た

め
の
候
補
地
選
定
は
、
地
権
者
や
周
辺
住
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
も
っ
と
も

重
要
と
考
え
、
公
募
に
よ
っ
て
候
補
地
を
募

集
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

　

新
施
設
建
設
に
お
け
る
周
辺
地
域
の
振
興
・

活
性
化
（
周
辺
道
路
の
整
備
）
な
ど
地
元
住

民
の
皆
さ
ま
と
協
議
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
こ
の
新
施
設
の
建
設
が

伊
佐
市
に
と
っ
て
重
要
か
つ
緊
急
の
課
題
で

あ
る
こ
と
を
ご
理
解
の
う
え
、
多
く
の
地
域

か
ら
の
ご
応
募
を
お
願
い
し
ま
す
。

応
募
条
件

①
伊
佐
市
内
の
土
地
で
、
新
施
設
建
設
候
補

　

地
と
し
て
、
１
ha
程
度
の
平
坦
地
の
更
地

　

が
確
保
で
き
る
こ
と
。

②
候
補
地
の
地
権
者
か
ら
同
意
が
得
ら
れ
て

　

い
る
こ
と
。

③
土
地
利
用
上
の
法
規
制
が
な
い
こ
と
。

④
施
設
の
稼
動
に
必
要
な
給
排
水
、
電
力
等

　

の
整
備
が
容
易
で
あ
る
こ
と
。

応
募
で
き
る
人

　

候
補
地
の
地
権
者
又
は
公
民
会
長

応
募
方
法

　

衛
生
セ
ン
タ
ー
に
て
配
布
す
る
公
募
要
項

を
ご
確
認
の
上
、
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

応
募
期
間　

４
月
１
日
（
水
）
～

　
　
　
　
　

５
月
29
日
（
金
）

用
地
選
定
に
つ
い
て

　

応
募
の
あ
っ
た
候
補
地
が
、
建
設
に
適
し

　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
で
、
健
康
で
働
く
意

欲
の
あ
る
人
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

日　
　

時　

３
月
17
日
（
火
）
13
時
30
分
～

場　
　

所　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

大
口
事
務
所

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

㈳
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
㉒
１
１
６
６

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
働
い
て

み
ま
せ
ん
か
！

　

健
康
な
人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き
（
幼
児

は
保
護
者
同
伴
）、
ま
た
、
車
椅
子
利
用
の

人
も
歓
迎
で
す
。（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
同
伴

し
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。）

申
込
期
限

　

参
加
料
を
添
え
て
、
３
月
６
日
（
金
）
ま

で
に
申
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

ウ
ォ
ー
ク
in
田
中
実
行
委
員
会
事
務
局
（
田

中
校
区
集
会
施
設
内
）　
　

 

☎
㉖
５
２
８
８

て
い
る
か
（
施
設
面
や
環
境
面
、
経
済
性
な

ど
）
検
討
し
、
決
定
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
衛
生
セ
ン
タ
ー　
　
　

☎
㉒
１
０
６
０
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学
校
図
書
館
巡
回
図
書
員
募
集

職
務
内
容

　

学
校
図
書
室
を
巡
回
し
、
図
書
の
貸
し
出

し
・
読
み
聞
か
せ
・
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
サ
ー
ビ

ス
・
館
内
整
理
な
ど
図
書
に
関
す
る
業
務

勤
務
日
数

　

年
間
２
２
１（
原
則
学
校
出
校
日
と
同
じ
）

勤
務
時
間　

８
時
15
分
～
17
時

賃　
　

金

　

日
額
５
、５
０
０
円
～
６
、０
０
０
円
（
雇

用
・
健
康
・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
、
通
勤

手
当
な
し
）

雇
用
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
22
年
３
月
31
日

※
た
だ
し
、
８
月
は
雇
用
中
断
。

募
集
人
員　

１
人

応
募
資
格

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

を
有
し
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
。

①
昭
和
29
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
の
人

③
健
康
で
責
任
感
が
あ
り
、
図
書
に
興
味
を

　

持
っ
て
い
る
人

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
１
通
を
、
３
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
係☎

㉖
１
５
１
２

学
校
給
食
調
理
員
臨
時
職
員
募
集

職
務
内
容

　

菱
刈
地
域
の
学
校
給
食
調
理
場
で
調
理
に

関
す
る
業
務

勤
務
日
数

　

年
間
２
２
５
日(

給
食
日
１
９
６
日
・
有

給
休
暇
12
日
・
夏
休
み
中
出
勤
17
日)

勤
務
時
間　

８
時
15
分
～
17
時

賃　
　

金　

日
額
７
、３
０
０
円

※
雇
用
・
健
康
・
厚
生
年
金
保
険
に
加
入
、

　

通
勤
手
当
な
し
。

雇
用
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
22
年
３
月
31
日

募
集
人
員　

若
干
名

応
募
資
格

　

平
成
21
年
１
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

を
有
し
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人
。

①
昭
和
29
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
元
年
４
月

　

１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
の
人

③
健
康
で
責
任
感
が
あ
り
、
調
理
経
験
の
あ

　

る
人

応
募
方
法

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
１
通
を
、
３
月
13
日
（
金
）
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

市
教
育
委
員
会
総
務
課
総
務
係☎

㉖
１
５
１
２

日　
　

時　

３
月
10
日
（
火
）
９
時
30
分
～

※
詳
細
に
つ
い
て
は
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

大
口
伊
佐
医
師
会
立
准
看
護
学
校

☎
㉒
８
８
０
２

平
成
21
年
度
大
口
伊
佐
医
師
会
立
准

看
護
学
校
生
徒
募
集
（
４
次
試
験
）

仕
事
内
容

　

給
食
セ
ン
タ
ー
給
食
調
理
業
務
及
び
所
長

の
指
示
す
る
作
業

募
集
人
員　

①
調
理
臨
時
職
員　

若
干
名

②
調
理
代
替
職
員　

若
干
名

応
募
資
格

　

平
成
21
年
３
月
１
日
現
在
で
市
内
に
住
所

を
有
し
、
次
の
事
項
に
該
当
す
る
人

①
昭
和
29
年
４
月
２
日
か
ら
、
平
成
元
年
４

　

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

②
健
康
で
協
調
性
の
あ
る
人

応
募
手
続

　

自
筆
の
履
歴
書
（
市
販
の
も
の
で
上
半
身

写
真
貼
付
）
１
通
を
、
３
月
16
日
（
月
）
ま

で
に
、
市
総
務
課
職
員
係
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

面
接
日　

詳
細
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。

勤
務
日
数
・
賃
金
な
ど

①
調
理
臨
時
職
員

　

年
間
２
２
５
日
・
賃
金
１
日
７
、
３
０
０

円
・
社
会
保
険
・
雇
用
保
険
・
厚
生
年
金
・

労
災
・
有
給
休
暇
あ
り

②
調
理
代
替
職
員

　

月
10
日
～
13
日
程
度
（
８
月
除
く
）・
賃

金
１
日
６
、０
０
０
円
・
労
災
あ
り

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
臨
時
職
員

募
集

勤
務
時
間　

８
時
30
分
～
17
時
15
分

雇
用
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
～

　
　
　
　
　

平
成
22
年
３
月
31
日

※
た
だ
し
更
新
あ
り
。

問
い
合
わ
せ
先

伊
佐
市
立
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー☎

㉒
０
０
０
９
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誕　

生

 

お
く
や
み

（
１
月
１
日
～
１
月
31
日
受
付
分
）

井
手
迫　

杏
莉
（
博
・
中
戸
切
）

末
松　

柚
羽
（
浩
二
・
後
村
）

枦
山　

魁
斗
（
智
春
・
町
舟
津
田
上
）

弓
指　

浩
太
（
浩
・
こ
っ
が
ら
団
地
）

久
保　

紫
音
（
良
平
・
荒
瀬
）

桃
北　

花
温
（
紀
和
・
内
之
宮
）

山
下　

大
翔
（
伸
二
・
町
船
津
田
下
）

寒
川　

琴
心
（
哲
郎
・
駅
前
）

稲
森　

莉
大
（
誠
・
東
市
山
）

中
島　

璃
子
（
修
・
西
水
流
）

田
畑　

日
菜
（
学
・
金
波
田
上
）

井
手
原　

音
色
（
昌
敏
・
金
波
田
下
）

永
野　

伊
織
（
弘
幸
・
本
城
麓
）

脇
迫　

智
稀
（
剛
・
朝
日
町
）

柿
木　

凜
花
（
隆
司
・
重
留
西
）

神
薗　

一
羽
（
剛
太
・
上
八
坂
中
央
）

益
園　

謙
汰
（
康
孝
・
中
戸
切
）

山
﨑　

莉
奈
（
啓
一
・
重
留
東
）

（
１
月
１
日
～
１
月
31
日
受
付
分
）

大
口
地
区

面
髙　

ミ
ツ
エ　
　

94　

（
奈
良
野
）

瀬
之
口　

義
德　
　

84　

（
下
青
木
）

鵜
狩　

文
子　
　
　

70　

（
仲
町
）

岡
元　

芳
春　
　
　

78　

（
浜
里
）

新
屋
敷　

チ
ヨ
ノ　

98　

（
多
々
良
石
）

髙
嶋　

ミ
ツ
エ　
　

81　

（
目
丸
団
地
）

松
元　

政
德　
　
　

91　

（
こ
と
ぶ
き
園
）

村
田　

ス
ミ
エ　
　

82　

（
大
道
）

嶽
本　

ハ
ツ
子　
　

88　

（
多
々
良
石
）

竹
之
内　

ミ
ツ
ヱ　

94　

（
下
元
町
）

北　

壽
子　
　
　
　

95　

（
仲
町
）

田
中　

サ
チ
子　
　

80　

（
高
校
西
）

木
場
野　

チ
ヲ　
　

98　

（
上
新
町
）

瀬
﨑　

利
隆　
　
　

88　

（
国
ノ
十
）

丁
野　

文　
　
　
　

84　

（
上
青
木
東
）

山
野
地
区

内
山　

正
盛　
　
　

73　

（
上
之
馬
場
）

鈴
木　

重
晴　
　
　

77　

（
春
村
）

杉
山　

靜
子　
　
　

81　

（
向
江
）

二
木　

和
夫　
　
　

90　

（
上
之
馬
場
）

早
水　

健
治　
　
　

70　

（
停
車
場
）

河
野　

信
昭　
　
　

85　

（
尾
之
上
）

羽
月
地
区

下
村　

水
月　
　
　

72　

（
並
木
）

北
園　

敏
雄　
　
　

64　

（
金
波
田
下
）

德
留　

ヨ
シ　
　
　

89　

（
大
住
）

濱
口　

一
夫　
　
　

88　

（
富
ヶ
丘
）

狩
集　

立
行　
　
　

84　

（
押
ヶ
段
）

田
畑　

タ
キ　
　
　

94　

（
金
波
田
上
）

西
太
良
地
区

沖
田　

則
夫　
　
　

88　

（
針
牟
田
）

溝
下　

八
千
代　
　

85　

（
深
川
）

下
田　

繁
隆　
　
　

74　

（
田
原
）

 

寄　

付

菱
刈
地
区

引
地　

秋
夫　
　
　

80　

（
本
城
町
）

﨑
山　

ア
キ　
　
　

75　

（
青
木
元
上
）

上
田　

良
一　
　
　

55　

（
産
野
）

大
森　

ミ
ツ
子　
　

86　

（
鵜
泊
）

下
水
流　

イ
ソ　
　

95　

（
今
市
前
田
）

陳
内　

ユ
キ
ヱ　
　

83　

（
小
原
松
山
）

前
畑　

勲　
　
　
　

91　

（
山
田
）

柿
下　

チ
ヨ　
　
　

94　

（
荒
田
下
）

葊
原　

繁　
　
　
　

87　

（
花
北
下
）

吉
信　

智
枝
子　
　

89　

（
築
地
下
）

南
フ
ミ
子
さ
ん
（
水
ノ
手
）

人口のうごき

H21.2.1現在（前月比）

総人口　31,022人　  （－16）
　男　　14,280人　  （－  5）
　女　　16,742人　  （－11）
世帯数　14,477世帯  （     0）

◆ ◆

「
健
康
診
査
意
向
調
査
兼
が
ん
検
診
受

診
申
込
書
」
対
象
者
抽
出
年
齢
の
誤
り

　

公
民
会
長
・
集
落
区
長
さ
ん
を
通
じ

て
２
月
16
日
に
配
付
し
た
「
健
康
診
査

意
向
調
査
兼
が
ん
検
診
受
診
申
込
書
」

で
、
年
齢
抽
出
誤
り
の
た
め
、
対
象
年

齢
に
達
し
て
い
な
い
方
々
に
申
込
書
を

配
付
い
た
し
ま
し
た
。
申
し
訳
ご
ざ
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

正
し
い
健
（
検
）
診
対
象
者

○
子
宮
が
ん
検
診

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
20
歳
以

上
の
女
性

○
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
肺
が
ん
検
診

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
40
歳
以

上
の
男
女

○
乳
が
ん
検
診

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
40
歳
以

上
の
女
性

※
平
成
20
年
度
未
受
診
者
が
対
象

○
結
核
診
査

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
65
歳
以

上
の
男
女

○
健
康
診
査

　

平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
76
歳
以

上
の
男
女
及
び
生
活
保
護
世
帯
で
40
歳

以
上
の
男
女

問
い
合
わ
せ
先

市
健
康
増
進
課
健
康
推
進
係

☎
㉓
１
３
１
１
内

１
２
１
６
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※ここには何も記入
　しないでください。

問い合わせ先
ＮＨＫ鹿児島放送局「ＮＨＫのど自慢」専用ダイヤル

☎０９９・８０５・７１２５

（土日祝日除く　午前 10時～午後６時）

　伊佐市誕生記念
「ＮＨＫのど自慢」公開生放送

　平成21年度は、伊佐市誕生を記念して様々なイベントを開催する予定です。その第１弾として、
ＮＨＫ鹿児島放送局と伊佐市では、「ＮＨＫのど自慢」の公開生放送を実施します。出場および観
覧ご希望の方は、以下の要領をご覧になり、必ず郵便往復はがきでお申し込みください。

司　　会　　徳田　章アナウンサー

出　　場　　予選を通過した 20組

※出場資格は 15才以上のアマチュアの方（中学

　生を除く）です。

※応募は１人（１組）１通に限ります。

※グループで出場の場合は出場者全員の名前・年

　齢を明記のうえ、代表者がお申し込みください。

※応募後の曲目の変更はできません。

※応募多数の場合は２５０組を選出のうえ、ご案

　内を４月３日頃に発送します。

※予選会は入場自由です。ただし、満席の場合は

　入場をお断りすることがあります。

※応募多数の場合は抽選のうえ、１枚で２人様ま

　で入場できる整理券を４月３日頃に発送します。

※１歳以上のお子様から入場整理券が必要です。

予 選 会

公開収録

■と　き　　４月 18日（土）午後０時 45分～午後６時頃（２５０組まで出場）
　　　　　　※自由に観覧できますが、満席の場合は入場をお断りする場合があります。

■ところ　　伊佐市文化会館

■と　き　　４月 19日（日）
　　　　　　開場　午前 11時／開演　午前 11時 45分（午後１時 30分終演予定）

　　　　　　※観覧希望の方は、申し込みが必要です。

■ところ　　伊佐市文化会館

４月 19日（日）　午後０時 15分～１時（生放送）

【総合・衛生第２・ラジオ第１・国際】

※放送日時は変更になることがあります。

放送予定

応募方法　　出場・観覧とも参加無料

申込者の

－ ①郵便番号
②住所
③氏名（ふりがな）
④年齢
⑤性別
⑥電話番号
⑦職業
⑧曲名（１曲）
　および歌手名
⑨選曲理由（簡単に）

－

①郵便番号
②住　　所
③名　　前

NHK 鹿児島放送局

－８９２ ８６０３

－

「NHK のど自慢･
出場」係

出場申し込み　締切：３月 19 日（木）必着

観覧申し込み　締切：３月 27 日（金）必着

※ご応募の際にいただいた個人情報は、選出・抽選結果のご連絡のほか、ＮＨＫの受信料のお願いに使用させ

　ていただくことがあります。

ゲ ス ト

氷川 きよし 島津 悦子

出場申し込み

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

切
手

切
手

※ここには何も記入
　しないでください。

申込者の

－

①郵便番号
②住所
③氏名（ふりがな）
④電話番号

－

①郵便番号
②住　　所
③名　　前

NHK 鹿児島放送局

－８９２ ８６０３

－

「NHK のど自慢･
観覧」係

観覧申し込み

往信おもて 返信うら

返信おもて 往信うら

切
手

切
手

広
報

い
さ

　
Ｎ
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0
0

9
.0

3
.0

1
HP


